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1.は じめに
日本語教育ではコ ミュニケーシ ョン能力 の養成 を重視す る傾 向が高ま るとともに、
それ に伴 う発音指導の重要性 も指摘 されるよ うにな った。過去、早稲田大学別科 日本
語専修課程(以 下、別科)で 実施 されたアンケー ト結果か らも、発音指導 に興味を持
ってい る学習者は非常に多 く、その二一ズの高 さが顕 著に表れた ことを報告 してい る。
別科の発音 コースはA・B・cの3レ ベルに分かれてい る。音声教育実践研究(8〉
〔以下、実践(8))の 受講者(以 下、院生)は 、発音 学習の基礎固め となる発音Aに
実習生 として毎週参加 した。 実践(8)で は、発音Aの 授業の進 め方や発音指導法、
実践報告な どについて、話 し合いが行われ た。
本稿では、発音Aで の院生の実 践内容に主眼 を置き、そ こでの学習者の誤用をい く
つか紹介す るとともに、院生の発音指導に対す る意識 の変化 も取 り上 げる。
2,r実 践(8)』 とr発 音A』 の 概 要
2,1実 践(8)の 流 れ
本 実 践 は 毎 週 月 曜3時 限 目(13=00～14;30)に 行 わ れ た 。以 下 授 業 の 流 れ を 示 す 。
表1実 践(8)の 流れ
1.事 前 準 備 各課の担 当者の決定。担当課の教案 と補助教材 を作成。
2.グ ル ープ ・ミー テ イン グ
(毎週 月曜112=00～13:00〉
当日の授業で扱 う課について検討。
次回取 り扱 う課について、担 当の院生 を中心に教案や補助 教材の検討。
3.実 践(8}
(月曜3時 限 目)
実践報告 シー トやテープを利用 し、各 自前回の実践 を報 吉。
当日の実践の流れ を担当の院生を 中心 に最終確認.
次回実施予定の課 について、担 当の院生 よ り教案や補助 教材の説明。
4.発 音A(月 曜4時 限 目) 各 自グループに分かれて発音指導。(指導 の間、学 習者の発音をテープ に録 音.)
5,発 音A終 了後
次回の実践(8)で の紐告用 にテー ブ編 集を し、実践 報告 シー トを各自作成 。




発音Aは 初級後半か ら中級前半の学習者 を対象 とし、毎週月曜4時 限 目(14140
～16:10)に 行われた。授業の 目標は、以下の3点 である。
① 日本語の音韻構造の知識を増や し、発音に対す る理解を深める。
② 日本語 による音声表現 力を向上 させ 聞きやす くわか りやすい発 音の習得 を目指す。
③発音 のモニター能力 を育成す る。
目本語の発 音に対す る理解 を促進す るためには、単音の発音 のみでな く、拍感覚の
養成や アクセン トの知識等 も必要 となる。 また、杉藤(1997)に よる と、音声 コ ミュ
ニケーシ ョンにおいては、イ ン トネー ション ・ポーズ ・発話速度の変化な どのプ ロソ
デ ィが一情報 として機能 してい るた め、音声表現力向上のためこれ らの育成は欠かせ
ない。さらに、自律学習を行ってい く上で重要 となる発音のモニ ター能力の育成には、
体系だった知識が必要である。その知識 を利用 し、学習者 自身で考 え、発音調整が行
えるように毎回明示的 なフィー ドバ ックを与えることとした。 これ らによ り、学習者
は 自身で発音調整でき るよ うにな り自律学習の促進 にもつなが ると考 え られる。
この実践 に参加す ることで、院生 も体系だった発音指導法を学ぶ ことができ、今後
の教室活動 に生かせ ることが期待 され る。
2.2.2授 業形式
前半約60分 は担 当教員による音韻体系の導入、後半約30分 は7っ の小 グループに
院生1名 ずつがついて発音指導を行った。 グループ編成及び担 当院生は固定 し、指導
を行 った。 グループ編成(表2)及 び教室配置(図1)を 以下に示す。主に使用す る言
語 をグループ編成の基準 とした。また他 グループの音声が学習 の妨 げとな らぬ ように、
グループ同士の隣接 を避けた教室配置な どの配慮 を した。
表2グ ループ別母語話者数()内 は人数。
グ ル ー プ 学習者 の母語
A 韓国語(4)
B ドイツ語(4)
C 英 語(5)、 タイ 語 〔1)
D タイ 語(3)、 フ ラン ス語(1〉
E 北 京 語(5)、 マ レー 語(1)
F 英 語 〔1)、広 束 話(2)、 タイ語(1)、 北京 語(1〉
G ス ウェ ー デ ン語(1〉 、ス ロバ キ ア話(1)、 ラ ト












これ らの 目標達成 を 目指 し、教室活動は主教材 として戸 田(2004a)の 『コ ミュニ
ケーシ ョンのための 日本語発 音 レッス ン』を用いて発音指導 を行 った。使用 テキス ト
は全11課 で構成 されてお り、原則 として1コ マ1課 ずつ進 め られた。以下に示 した発
音Aの 授業内容 と 目標 は紙面の都合上すべてを記載 したものではない。
衰3発 音Aの 授 業内容 と目標
課 各 課 の テ ー マ 各課の 目標
第1課 目本語の音 外来語音 を含めた 日本語の音の知覚 と生成.
第2課 日本語の リズ ム 日本語 の リズムの特徴の理解。
第3課 俳 句 ・川柳 日本語 の拍構造の理解 と拍感覚 の黄成。
第4課 話 しことばの発音 話 し二とばにお ける発音の変化 の理解 と生成。
第5課 名 詞のア クセ ン ト 複合語 を含む、名詞のア クセ ン トの特徴 の理解。
第6課 い形容 詞のア クセ ン ト 活用形 を含 む、い形容詞 のアクセン トの特徴 の理 解.
第7課 動詞のア クセ ン ト 活用形 を含 む、動詞のア クセ ン トの特徴 の理解。
第8課 オ ノマ トペ 清 濁 と、 正 しい ア クセ ン トの 発 音生 成,
第9課 イ ン トネ ー シ ョン イ ン トネーシ ョンの違 いによる意味理解 と使 い分け。
第10課 心に残 る自己紹介 ポー ズ 、へ の 宇 型 イ ン トネ ー シ ョン の意 識 化 と、効 果 的 な使 い 方 。
第11課 気持ちを伝 える話 し方 文構造 にそった効果的な発 音生成。
3実 践のまとめ
3.1単 音(第1課)
日本語の音 として、従来の50音 図や 拡大50音 図には親 しんでい るものの、近年使
用頻度の上 がっているrツ ァ」やrヴ ィ」等の外来語音 を含 めた新50音 図 の発音指導
は受 けた ことがないとい う学習者 がい る。そ こで本 実践では、拡大50音 図 にある音 の
練習、濁音 ・半濁音 ・清音 の区別、促音 ・長音 の有 無の区別 等に加 え、外来 語音 と表
記 を一致 させ る練習 も行 った。
指導上の注意点は、発音上の問題の原因が音の生成 か知覚かの見極 めである。生成
上の誤用は発音か ら確認 出来 るが、知覚上の誤用は外か らの確認 が出来ない。そ こで、
本実践では両能力共に必要なrし りとリゲー ム」で誤用の所在点を確認 した。例えば、
「グ リコ→語彙」は、 「グリコ」の 「コ」を 「ゴ」 と聞き闘違 えて起 こる問題で ある。
また、母語干渉による誤用 は様 々見 られた。 タイ語母語話者 のrち 」 とrしJの 混
同には、調 音点の問題(歯 茎硬 口蓋音 と歯茎音の区別)と 調音 法の問題(破 擦音 と摩
擦音の区別)な どの原因が考 えられ る。舌の位 置の確認や、目、の出 し方な どの指導 を行
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うこ とによって対処 した。広束語母語話者にはrら 」 とrな 」の混同に見 られ る弾き
音の鼻音化 とい う調 音法の問題があ り、呼気が鼻腔 を通過 しないよ う指導を行 った。
外来語 音については、英語母語話者が英語の発音 を用いることは知 られ ているが、
韓 国語母 語話者 に もrシ ェイ ク(sheiku)」 を韓国 の発音体 系 に倣 い、rシ ュ ェイ ク
(shweiku)」 と発音す る等、韓国語の外来語の発音 を適用す る誤用が見 られた。この種
の誤用 には、韓国語 における外来語 の発音 と、 日本語にお ける外来語の発音の違 いを
認識 させ た後、rシ ェ」の後で唇を丸めないよ う意識する練習を行った。
単音上 の問題点は 、本コース終了時 まで個別 に継続 して練習が行われた。
3.21」 ズム(第2課 ・第3課)
第2課 と第3課 は 目本語の リズムを理解す ることを目標 に実践を行 った。 リズムの
練習は、学習者 に 目本語の基本単位 である拍(モ ー ラ)を意識 させることか ら始めた。
拍 は通常、仮名 一文字(拗音 は二文字)1拍 を基本 と し、拍 の等時性 を強調 した発音指
導が行われ るが、本実践ではよ り自然な 日本語の発音 と して2拍 をひ とまとまりの リ
ズムグループ としたrモ ー ラカ ウンティング」を行い、その効果 を見ることができた。
導入 では外国の地名 を用いて外来語音の発音練習 を行 った.特 に学習者の名前 ・出身
地 ・出身国な どは普段 日本人が発音 しているのを聞きなれ てい るため、学習者は母語
にお ける発音 との違いを感 じている場 合が多 く、 日本語の リズ ムの理解に役立 った。
そヴ)際に2拍 ずつ手拍子をと り、 リズムの意識づけを行った、 また、練習 には、火=
かあ、土=ど お、2;に い、5二 ごお のように、 リズムを取 りやすい単語を使用 した.
拍感覚が身 についていない うちは、長音や促音 の挿入 ・脱落 、搬音 を前の母音 とつ
なげて2つ で1拍 とした り、連母音を二重母音 として1拍 で発 音 した り、特 に特殊拍
に絡んだ誤用が多 く見 られた。 しか し、院生が発音 しなが ら指 を折って拍数 を示 した
り、文字を1つ ずつ 四角で囲ったフラッシュカー ドを補助教材 として提示するな ど、
学習者が拍 を視覚的 に捉えられるよ う工夫を しなが ら指導 を行った。
第3課 では、 リズム と拍の統合的な活動 として川柳 を作った。完成 した川柳 を読む
際 は、 リズムに合わせ て手拍子 を打ちなが ら読む練習を行 ったが、川柳独特の リズム
は難 しく、各句問のポーズを必要以上 に長 くとり全体の リズムが崩れて しま うことも
あった。そ こでポーズ も含めたモー ラカウンティングの練習を川柳を利用 して行った。
目本語 の リズム練習 にな じみのない学習者が多か ったが、拍や リズムグループヘの
意識が 自然な 日本語 を話す上で重要であることを学習者 に認識 させ ることができた。
3.3話 しことぱ(第4課)
ここでは、「～ちゃ う』等縮約形の元の形の確認か ら始 ま り、発音練習、会話での使
用へ と段階 を経て学習 を進めた。話 しことばの発音の熟達度は、学習者 が持つ 日本人
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ネ ッ トワー クの量 ・種類 ・質 と関係深 く、ネ ッ トワー クを有効 活用 してい る学習者 と
そ うではない学習者にはっき りと差が現れた、学習者 のコメン トからも、 自分の持つ
ネ ッ トワー クに働 きかけて自律 学習を行 う良いきっか けとなったことが分か る。
まず 、木課 では話 しことばの聴解 ・発音を学習項 目としたが、学習者 毎に レベル ・
二一ズ ・ネ ッ トワー ク等の個人差があ るので、各人 に合わせ た 目標 を設定す るべ きで
あった。次に、会話練習では文型 ・文法 ・語彙の誤用が多 く、発音のみ指導 するこ と
が難 しかった とい うことが挙げ られる。最後 に、会話練習に積極的な学習者 と消極的
な学習者の発話量に差が出た ことである。 この理由 として、「効果的な言語指 導におい
て ラポール(信 頼)が 重 要な要 素 であ る ことは研 究者 の問で 指摘 され て きた」(池 野
1998)が 当実践では話 しことばが比較的早い時期 に取 り上 げ られたため、 グループ内
でラポールが形成 されてお らず 、会話 練習に影響を与 えた可能性がある。院 生の重要
な課題 として 、ラポール形成 に向けた学習環境作 りとい うものも挙げ られ る。
話 しことばにおける主な誤用 は次の2つ で ある。まず、過剰般化によるものである。
例 えば、r分 か らない」→r分 かんない」と変化 させ る時は、ら行をrん 」 に変化させ
るとい うルール を適用するが、このルール を過剰般化 し、「食べ られない」→ 「食べん
一 ない」 として しま う誤用が出た
。 さらに、フォーマル とイ ンフォーマル の混 同であ
る。単語 ・文 単位の練習か ら、会話練習へ と移行 した時に、r時 問があ りませ んから、
や っ といて くれ る?」 の ように文体 を混 同す る例が多 く見 られた。この原因 としては、
文 体の統一に関す る知識の不足や 、イ ンフォーマルな会話 に慣れていない な ど様々考
え られ る。会話練習をする前 に、文体の統 一の意識化 を図る必要があろ う。
話 しこ とばは体系だった学習をする機会 が充分ではなかった こと、 日常会話での必
要性が高いことか ら、学習者二一ズが高い学習項 目であった。
3.4ア クセ ン ト(第5課 一第8課)
日本語(東 京語〉のアクセ ン トは音節 間の相対的な高 さの違 いか らな り、語 の意味
を区別す る弁別的機能 と語のま とま りを示す境界表示機能 を持つ。アクセ ン トは言舌者
の意図 を正 しく伝 え、聞き手に聞きやす く分か りやす い発話 を行 う上で重要 な役割 を
果 たす。 しか し、 日常の 日本語 学習 でアクセ ン トは十分 に注意が向け られてお らず 、
日本語のアクセ ン トに対する学 習者 の認識 も低いため、実践で は日本語の高低ア クセ
ン トの概念 の導入、意識化 と生成を 目標 に、名詞 ・い形容詞 ・動詞 ・オノマ トペのア
クセ ン ト指導 を行った。導入部でア クセ ン ト核の有無及び4種 類 のア クセ ン ト型に見
られ る目本語ア クセ ン トの特徴 を説 明 した後、第5課 か ら第7課 で2つ の語 が結びつ
いたときのアクセ ン トの変化、い形容詞 ・動詞のア クセ ン トび)活用別変化 を確認 ・練
習 し、第8課 でオ ノマ トペのアクセ ン トの型 、清濁 による意味の違 いの確認 を行 った。
アクセン トの指導 として、音 の高低 を捉 えること自体が困難な学習者 もいたため、
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それを視覚的 に示す補助教材 を準備 し、音符、ハ ミング練習な どで東京語 アクセ ン トの
慨念の理解 と意識化 に努めた。指導す る側 は音の高低の変化が学習者に分か るよ うに、
右 か ら左(学 習者 か ら見ると左 か ら右)に 手 を動か しなが ら発音指導を行 った。また、
学習者が今後ア クセ ン トに意 識を向け、自律学習で きるようにア クセ ン ト辞典 を紹介
した。活用別ア クセン トの指導法 としては、まずア クセ ン ト核が記載 された活用 表を
用 いて活用 ごとに発音 させ 、アクセ ン トの規則に気付 かせた後、アクセ ン ト核 の記載
が ない活用表 を用 いて、それ ぞれの規則 を確認 ・定着 させ 、更に学習者にな じみのあ
る形容詞 ・動詞 の活用別のア クセン トを類推 させるよ うに した。
学習者の誤 用には、母語 が強弱ア クセ ン トを持つ学習者の中に知覚はできて も生成
ができず、高 低ではな く音節 に強弱をつ けて発音す るなどの誤用が あった。 また 、母
語が高低ア クセン トを持つ学 習者は、音 の高低の把握が比較的容易な反面、平板型ア
クセン トを平板 のまま保てないとい う傾 向があった。母語に関わ らず 見 られ た ものと
しては、形容詞 ・動詞のア クセ ン トで核 がある語 のr一 ない形ユでrな1に 核 を置 く
誤用(登 雁 凹 、圭 「ま「馳 など)、 「一た形」で 「か」に核を置 く誤用
(艶 、上 「魔 、師L2 一些 な ど)が母語 を問わず現われ た。
アクセン トは、その規則 自体が複雑 な上 、母語干渉 も加わ り、学習者に とっては想
像以上に難 しい学習項 目であることが分か った.4回 のアクセ ン トの実践練習では、
正 しいアクセ ン トの定着まで には至 らなか ったが、回 を追 うごとに音 の高低 の知覚、
生成 ができるよ うになる学習者が増 えた。また、ア クセ ン ト規則の学 習後 、自分 のア
クセ ン トの誤用 を調整 した り、他の学習者の誤用 を正 しく指摘できるようになった学
習者 もお り、 アクセン トに対す る意識化 とモニター能力の向上が見 られた。
3.5イ ン トネー ション ・プロミネンス ・ポーズ(第9課 一第11課)
イ ン トネー シ ョン とは、戸 田 〔2004b)に よる と、r原 則 と して文 レベルにお ける声
の変化で話者の心的態度や発話意図 と深い関係 を持つものである」と述 べ られて いる。
まず 、第9課 では、了解、相槌、喜 び、疑問、驚 きな どの表現意図の違いをrそ うで
すかjrそ うです ね」などの短文の文末表現で発音練習 した後に、ロールプ レイによって
会話で も表現意 図が正確に伝 えられるよ うに練習 した。第10課 では、学習者 にタスク
として 『心に残 る自己紹介文』 を作成 して もらい グルー プ内で発音練 習を した、 その
後、 グループ代表 を選出しても らい、クラス全体でス ピーチ大会を行 った。
発音指導において第S課 まで とは異な り、学習項 目が多岐に渡 った。第10課 ・第
11課 で は、学習者 が作成 した作文 を発 表 して もらったが、その際の発音指導 には様々
な学習項 目が、複合 しているために指導のポイン トが複雑 になった。 またその ことに
よって一人にかける発音指導の時問が短 くなるだろ うとい う問題が予測 された。そ の
対処法 と して録 音機器 を使用 し、一人の学習者が院生の指導を受けて いる間に、他 の
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学習者 は 自分 の発音を録音す る とい う方法で時間を有効活用 できるよ うに した。指導
の際、録 音 した音声を聞きなが ら学習者 自身 にモニタ リングをさせ た。
誤用としては、第9課 ではrた めらい」を表現意図とするrぞ 麹 」の発音が
挙 げ られ る。 この場合 のrそ うです か」 は、全体 として声の トー ンが低 くス ピー ドが
遅い。 しか し、学習者 は文末のrか 」を下 げす ぎる傾向があ り、r落 胆」の ように聞 こ
える。逆 に上昇が大 きく強 さもあ るとr疑 問」の よ うにも聞 こえて くる。 このよ うな場
合は、rそ うですか』rそ うですね」の応答を含 むモデル会話 が、イ ン トネ ーションに
よって発話意図が異な るとい うことを理解 させ ることが重要 である。実践 では、院生
の1つ の発話に対 して学習者 に様 々な発話意図を持 って返答 させ るな どの練習方法が
効果的であった。第10課 ・第11課 では、単音 、外来語での母語干 渉による誤用、拍
やア クセ ン トの誤用な ど、グループで問題 とな る点が異な っていた。そ こで、各グル
ープの院生 はその問題点 を学習者に しっか りと意識 させて取 り組んだ
。
なお、各 グループか ら、発音Aの 学習終了時における学習者は、聞きやす い発音 で
話すためにr自 ら単音の発音調整 を行 った」rへ の字型イ ン トネー ションを意識 した」
r伝 えたいことを考 えなが らポー ズを挿入 した」 とい うよ うな新たなス トラテジー使
用の報告 が された。 この ことか らも学習者が発音 に対す る自己モニ ターを活発に使用
す るよ うになった と考 えられ る。
4.学 習 者に対するア ンケー ト結果 に見 る実践活動の効果 と課題
今期実践の終了時に、院生の活動 に関す るアンケー トを行い28名 分の回答を得 た。
4.1院 生の活動の効果に関す る学 習者の認識 と練習方法に対す る意見
実践(8)の 学習によ り発音が 良くなった と考 えた学習者 は、rとて も良 くなった」8名 、
r良 くなった」15名 で、合わせて8割 を超え る(添 付資料 グラフ1参 照)。 その判断
の根拠 として最 も多か った回答は 自己モニター能力の向上 を示すr自 分の発音が聞違
ってい るこ と(正 しいこと)が 自分で分か るよ うになった」で、複数 回答形式で13
件の回答 があった。 自由記述回答で も、「日本人の友達に、『え?』 と聞 き返 されな く
なった」 な ど、学習者が効果 を具体的に感 じてい ることを示す コメン トが見 られた。
上達の理 由 としては、 「院生 と練習 したか ら(9件)」 が、 「日本人 とよく話 した(9件)」
r自分の問題が何か考 えて注意 したか ら(9件)」 と並んで筆頭に挙げ られている(添
付資料 グラフ2参 照)。
また、r小 グループに分かれて院生 と練習 した こと」について、ほぽ全員がrと て も
良かった(13名)」 「良かった(14名)」 と回答 した(添 付資料 グラフ3参 照)。 その
理 由として、r発 音を細かく直 して もらえた(21件)jr院 生に質問ができた(13件)」 を
挙げている。(添 付資料グラフ5参 照)。
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その一方で 、「1ヶ 月毎 に違 う院生 と練習 したい(11件)」 「母語の違 う学習者 と一緒
に練習 したい(9件)」 「自分で院生 を選びたい(3件)」 「毎回違 う院生 と練習 したい(3件)」
な どの意見 もあった。
院生に対す る希望ではr発 音ができなかった時、できるよ うになるまで繰 り返 して
ほ しい(21件)』 が最多であ り、以下、r小 さい間違い もきちん と直 してほ しい(17件)」
「もっ とた くさん話す時問を とってほ しい(16件)」 「文法や言葉 の使 い方 も教えてほ し
い(14件)」 と続 く(添 付資料 グラフ6参 照)。
4.2学 習者 の考える発音上 の問題点
今期の学習終 了後 も残 る発 音上の課題 として、筆頭 に挙げられたのは 「イン トネー
シ ョン 〔14件)1で あ り、以下、 「音の高低の聞き分け(9件)』 「音の高低の言 い分 け
(8件)」r促 音(7件 〉」rリ ズム ・拍(7件)」 と続 く(添 付資料 グラフ4参 照)。
これ らの結果 は、ア クセ ン ト ・イ ン トネー ション ともに学習を期 間中の後半で 取 り
組み始 めたため、学習者が これ らの練習 について不十分だと考えてい るか らでは ない
か と推察 され る。
4.3ア ンケー ト結果に関す る院生の感想 と今後の課題
以上の結果 よ り、院生による小グループ編成での発音指導は、学習者 に とって意義
あるもの と捉 えられていることが判明 したが、 さらに検討すべ き課題 も残っている。
グループ編成 と院生の担 当について固定化 したのは、半年を通 して一人の担 当者が
教 えることで個別 にきめ細か な指導 が行 えると判断 したか らであるが、学習者側 か ら
は、r恥 ず か しくなくなるか ら、院生 を変 えないほ うがいい」 とい う意 見 と、r他 のグ
ループ とも練習 したい」 とい う相反す る意 見が出た。 これ については発音指導での学
習の効果 を念頭に置 き、学習者の希望や特性に配慮 しなが ら検討 してい く必要が ある。
また、指導方法につ いては、学習者は細かい誤用に対 しても徹底 した指導 を望んで
い るとい う結果が出た。個別指導のあ り方や時間配分については検討 を続 けてい く必
要がある。また、文法指導を望む意見 も少 なか らずあ り、 日本語学習 が進んでいない
段階では、発音だけでなく総合的な 日本語 を教えて くれ る身近な存在 としての院生 を
希望 してい る学習者 の二一ズが読み取れ る。学習者 の文法理解力を考慮 した発音指導
の検討 も今後視野 に入れてい くべきであろ う。
5.お わ りに
今回の実践を通 じて、院生が学んだもの とは何かとい う話 し合 いを行い、得 られた
意見を以下のよ うにまとめた。
① シラバ スに沿った発音指導の効果1発 音指導の際は修正箇所 を指摘せずに指導す
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るのではな く、ポイン トを絞って指導す る必要性 を実感 した。r単音∫rリズムjr特
殊拍」 な どか ら 「アクセ ン ト」 「イ ン トネーシ ョン」 「ポー ズ」へ と、段 階を追 っ
て積み上げて いく指導方式の効 果 と重要性 を再認識 した。
②モ ニター能力育成 の重要性;授 業 中に誤用を指摘 し指導す るだけではな く、学習
者 自身 のモニター能力を高 めるこ とで、 自律学習能力 を高 めることがで き、 日常
生活 の中で接す る音声情報が有 効利用で きるよ うにな るとい うことが分か った。
③指 導す る側の聞き取 り能力 向上の必要性:自 己モニ ター能力が要求 され るのは学
習者 だけではない。 日本語母語話者 と しての基本的な聴解能力に留ま らず 、学習
者 の微妙な誤 用を聞き分 け、修正方法 を的確 に知 るた め聴解能力が教師 には必要
で ある。その意 味で、 日本語母語話者 でない院生 には発音指導が難 しい とい う意
見 もあった。発 音指導は教 える側 と学習者 の相互作用 によって成 り立つ もので あ
り、試行錯誤 を繰 り返 しなが ら進 めてい くものである とい う認識を一層深めた。
④学 習者 の心理 に関す る配慮 の難 しさ:発 音習得 には個人差が大 きく、 グルー プ内
でのば らつ きも大きくなる。そ の中で学習者 の感 じる不安や焦 りを可能 な限 り取
り除き、積極 的に学習に向かわせるこ とが学習効果に繋がるこ とが分かった。
今回我 々院生がこの実践 を通 して学んだ ことは、今 後の音声指導のみな らず 、 目本
語教育全般 において重要な示唆 に富む ものであ り、 また話 し合 い活動に よってその認
識 を全員で深めていけた とい うことも、本実践の重要な成果で ある。学習者 とともに
r音のキャッチボール』が行 えた貴重 な機 会を、今後 の教育活動の糧 としたい。
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